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「当たり前の中の大切なこと」
大仁中学校　　　植松

うえまつ

葵
あおい

（３年）
「失ってから気づくこと」

長岡中学校　　　松下
まつした

美織
みお り

（３年）
「高齢者への思い」

韮山中学校　　　渡辺
わたなべ

麻美
あさ み

（３年）

●人権啓発活動記念講演

演題 『夢は逃げていかない』
講師 義家弘介氏

●青少年健全育成功労者の表彰
●わたしの主張発表（順不同・敬称略）
「わたしのおじいさんおばあさん」

大仁小学校　　　菅沼
すがぬま

里咲子
り さ こ

（６年）
「夏休みの２つの体験を通して」

大仁北小学校　　尾鷲
おわし

結衣
ゆ い

（６年）
「将来の伊豆の国市」

大仁東小学校　　川口
かわぐち

幹也
みき や

（６年）
「思いをつないで」

長岡南小学校　　高村
たかむら

莉瑚
り こ

（６年）
「心のユニバーサルデザインを持とう」

長岡北小学校　　加藤
かとう

凌也
りょうや

（６年）
「富士山を世界遺産に」

韮山小学校　　　池田
いけだ

杏奈
あん な

（６年）
「歴史のまち『韮山』まちづくりへの提案」

韮山南小学校　　川口
かわぐち

真澄
ます み

（６年）

各小中学校の子どもたちが、毎日の生活の中で感じた
ことや考えたことを発表します。子どもたちの言葉に耳
を傾けてみませんか。また、ドラマ『ヤンキー母校に帰
る』で有名な義家

よしいえ

弘介
ひろゆき

氏（参議院議員）を招いて講演会を
開催します。お誘いあわせてお出かけください。

＊なるべく公共交通機関や乗り合わせでお越しください。

と　き １１月８日（土）開場１２：３０　１３：００～１６：００
ところ アクシスかつらぎ大ホール 入場無料

１１月は静岡県青少年健全育成強調月間静岡県青少年健全育成強調月間です

秋の早朝あいさつ・声掛け運動
１１月７日（金）、各地区育成会と市Ｐ連が中

心となって、朝のあいさつ声掛けを行います。

問合せ　社会教育課
電話０５５‐９４８‐１４６１

昨年度大会より

「地域の子どもは地域で育てる」という共通の理解と認識を広め、地域の一人ひとりが青少年の
行動に目や耳を傾け、非行防止と健全育成、社会環境の浄化に取り組みましょう。

六
月
一
日
か
ら
三
カ
月
間
、
四
十
歳
以
上
の
国
保
被

保
険
者
と
後
期
高
齢
者
へ
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
間
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、
次
の
と
お

り
受
診
が
で
き
ま
す
。
健
診
料
は
無
料
で
す
。

＊
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
人
、
受
け

よ
う
と
す
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
（
人
間
ド
ッ
ク

は
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
国
保
年
金

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）。

検
診
料
は
無
料
で
す
。
希
望
者
は
、
健
康
づ
く
り

課
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
今
年
度
受
診
済
み
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

十
二
月
二
日（
火
）大
仁
市
民
会
館

十
二
月
三
日（
水
）韮
山
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
は
八
時
〜
十
時
三
十
分

①
胃
が
ん

胃
バ
リ
ウ
ム
検
査

対
象

三
十
五
歳
以
上
の
市
民

②
大
腸
が
ん

便
潜
血
反
応
検
査

対
象

三
十
五
歳
以
上
の
市
民

③
肺
が
ん
・
結
核

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

対
象

四
十
歳
以
上
の
市
民

自
覚
症
状
の
あ
る
人
は
、
検
診
を
待
た
ず
医
療
機

関
で
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

登校時間に
通学路や校門で！

ヤ
ン
キ
ー
先
生
が

や
っ
て
く
る
！

問合せ　国保年金課　電話０５５‐９４８‐２９０５

①８月２９日または８月３１日有効
期限の受診券をお持ちの場合
１２月１日（月）～２５日（木）ま
で有効としますので、そのま
まお使いください。
②受診券を紛失または処分し
てしまった場合
再発行します。国保年金課へ
お申し出ください。
③７月１日～９月３０日までに国
保の資格取得の届出をした場合
１１月末までに受診券をお送り
します。

実施日
場所

申込み締切
１１月２０日（木）

問合せ　健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１４0
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●
伊
豆
の
国
市
は
歴
史
の
ま
ち
。
豊
富
で
貴
重
な
史
跡
を
、
温
泉
観

光
と
結
び
つ
け
て（
東
京
の
は
と
バ
ス
の
よ
う
に
）、『
温
泉
つ
き
史
跡

巡
り
』を
企
画
し
た
ら
ど
う
か
…（
八
十
代
男
性
）

今
年
か
ら
、
市
観
光
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆

の
国
ル
ネ
サ
ン
ス
、
伊
豆
箱
根
バ
ス
、
伊
豆
の
国

歴
史
ガ
イ
ド
の
会
が
連
携
し
て
、『
富
士
山
と
歴
史

巡
り
バ
ス
』を
毎
週
日
曜
日
の
午
前
中
に
運
行
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
温
泉
駅
を
出
発
し
て
韮
山
反

射
炉
、
江
川
邸
、
蛭
ヶ
島
、
願
成
就
院
な
ど
の
史

跡
を
め
ぐ
る
観
光
バ
ス
で
、
歴
史
ガ
イ
ド
が
同
乗
し
て
、
詳
し
い
解

説
を
加
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
後
増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
へ

の
対
応
と
し
て
、
通
訳
サ
ー
ビ
ス
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

担
当

観
光
商
工
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

広
報
五
月
一
日
号
で
お
配
り
し
た『
市
長
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱
』。

今
回
も
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意
見
に
は
、

す
べ
て
市
長
が
目
を
通
し
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
七
月
か
ら
子
ど
も
医
療
費
が
小
学
校
三
年
生
ま
で
無
料
化
さ
れ
て

う
れ
し
い
。
自
己
負
担（
五
百
円
）を
払
っ
て
も
よ
い
の
で
、
小
学
校

六
年
ま
で
、
で
き
れ
ば
中
学
三
年
ま
で
延
長
し
て
ほ
し
い
。
高
齢
者

に
は
タ
ク
シ
ー
券
が
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
に

も
特
典
を
検
討
し
て
…（
年
齢
性
別
不
詳
）

こ
ど
も
医
療
費
の
対
象
者
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

は
、
子
育
て
中
の
家
庭
を
支
援
す
る
施
策
と
し
て
は

有
効
で
す
。
し
か
し
、
小
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
の

た
め
に
、
市
が
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
は
、
医
療
費

助
成
拡
大
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に
活
用

し
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

担
当

福
祉
課
　
電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
８

子ども医療費助成
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■　男女別　■

富士山と歴史めぐりバス

今
回
ご
意
見
を
寄
せ
て
く
れ
た

の
は
、
計
六
十
七
通
六
十
七
人
の

皆
さ
ん
。
前
回
ま
で
は
女
性
が
多

い
傾
向
で
し
た
が
、
今
回
は
男
性

の
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
年
齢

別
で
は
、
七
十
代
の
人
か
ら
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
に
つ
い

て
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

●
青
少
年
の
事
故
や
事
件
を
防
ぐ
た
め
、
通
学
路
の
防
犯
灯
等
の
点

検
、
夕
方
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
ほ
し
い
…（
年
齢
不
詳
・
女
性
）

通
学
路
の
防
犯
灯
等
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
教
育
部

局
と
連
携
し
、
防
犯
灯
の
設
置
基
準
の
見
直
し
や
適
正

配
置
に
努
め
ま
す
。
夕
方
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
現
在
、
大

仁
警
察
署
や
青
色
回
転
灯
付
き
の
公
用
車
が
パ
ト
ロ
ー

ル
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
区

域
は
広
範
囲
に
及
び
、
警
察
や
市
職
員
だ
け
で
全
域
を

定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
で
は
、

区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対
象
に『
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
会
』を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
受
講
し
、
現
在
活
動
し
て
い
る
の
は
三
百
三
十

六
人
で
、
こ
の
人
た
ち
が
同
乗
す
れ
ば
、
青
色
回
転
灯
の
公
用
車
に
よ

る
自
主
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
で
す
。
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当

安
全
対
策
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
２

●
保
育
園
・
幼
稚
園
の
耐
震
工
事
を
早
急
に
…（
三
十
代
女
性
）

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
能
が
低
い
と
さ
れ
た
市
立
保
育
園
・

幼
稚
園
は
五
園
あ
り
、
耐
震
補
強
や
建
て
替
え
を
同
時

に
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
保
育
園
・
幼
稚
園

を
含
め
た
教
育
施
設
全
般
の
整
備
計
画
を
策
定
し
、
計

画
的
に
工
事
を
進
め
ま
す
。
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
財

政
状
況
で
、
多
く
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
園
で
き
る
保
育

園
・
幼
稚
園
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当

施
設
整
備
室
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
９ 青色防犯パトロール車


